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第 9章 

整備促進地区 
 

１ 香川駅周辺地区 

 

（１）香川駅周辺地区の特徴・位置づけ 

香川駅周辺地区は、香川・下寺尾地区を中心に低層の住宅地を形成していて、鉄道は

JR相模線が南北に縦断し、道路は藤沢大磯線が東西方向、東海岸寒川線が南北方向に

あります。『ちがさき都市マスタープラン』では、都市機能の集約を促進する都市拠点とし

て位置づけており、商業・業務・サービス機能等の機能充実や、駅周辺の交通基盤の整備

や都市機能の導入を目指す必要があると示しています。 

JR相模線香川駅は、既にバリアフリー化されていますが、単線でホームが１つであり、行

き違いのため待ち時間が長くなっています。また、駅前は駅利用者の送迎車などによる混

雑やバス利用者の滞留スペースの不足などが課題となっています。そのような地域課題を

踏まえ、香川駅周辺地区では市民と連携したまちづくりが進められており、平成１７

(2005)年に『香川まちづくり基本計画』、２年後の平成１９(2007)年には『香川駅周辺

地区まちづくり整備計画』が策定され、香川駅を中心とした段階整備の考え方を整理して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 茅ヶ崎市バリアフリー基本構想の枠組み 

 

【第５章】全体基本構想 

(2)重点整備地区等におけるバリアフリー化の推進 

【第６章】 
市民・事業者・行政
が主体となって 
取り組む事業 

(1)全市的なバリアフリー化の推進 

ア 市民・事業者・行政
による取組 

イ 整備促進地区 

 

ア 重点整備地区 

 

イ 市による取組 

 

【第７章】 
市が主体となって 
取り組む事業 

 

【第８章】 
重点整備地区 

茅ケ崎駅・北茅ケ崎
駅周辺地区 

【第９章】 
整備促進地区 
香川駅周辺地区 
辻堂駅周辺地区 
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（２）関連事業等の動き 

本市では、将来的な JR 相模線の複線化に伴う香川駅の行き違い駅化を視野に入れ、

駅前広場の整備を中心とした交通結節点機能と地区拠点機能の創出を目指しています。

その中で、喫緊の課題である駅前の混雑緩和や安全性の確保など、交通結節点として香

川駅西口駅前広場を平成２７(2015)年４月に整備しました。 

これまでは、コミュニティバス利用者の滞留スペースがなく一部民地の軒先を利用して

いたり、雨天時の駅利用者の送迎車等により駅前が混雑していましたが、新設の駅前広

場にバス停を移動するとともに、一般車両の乗降場を設けることでそれぞれ解消され、駅

前通りの円滑な車両の往来と歩行者等の安全性が確保されました。 

 

 

 

 

 

 

写真 香川駅西口駅前広場      写真 香川駅 

（３）バリアフリー化の推進方針 

香川駅周辺地区では、香川駅西口駅前広場整備事業など『香川駅周辺地区まちづくり

整備計画』に基づく整備等の機会を活用し、さらなる安全性や利便性の向上を目指した

バリアフリー化を進めていきます。 

相模線については、ツインシティ構想を考慮しつつ、（仮称）西久保新駅の設置並びに

複線化及び複線化の段階的整備として香川駅における車両の行き違いができる施設の

設置等を鉄道事業者に働きかけます。 

バリアフリー化にあたっては、関係者間で連携し、連続性が担保された一体的な整備を

推進することとし、以下の視点に留意したバリアフリー化を図ります。 

① 交通結節点として公共サインガイドラインに基づくサイン等の整備 

② 道路移動等円滑化基準に準じた歩道整備 

③ 複線化等に関する鉄道事業者への働きかけ 
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２ 辻堂駅周辺地区 

 

（１）辻堂駅周辺地区の特徴・位置づけ 

辻堂駅周辺地区は、本市の東部に位置しており、辻堂駅は東側に隣接する藤沢市域に

立地しています。JR 東海道本線と国道１号が東西に横断し、JR 東海道本線より北側は工

場や住宅が密集して立地し、一部では狭隘な道路が複雑に入り組んでいます。一方、南側

は住宅が中心となっていますが、住宅地内の生活道路は十分に整備されていません。 

『ちがさき都市マスタープラン』では、都市機能の集約を促進する都市拠点として位置

づけており、藤沢市の都市づくりと連携しながら、商業・サービス機能・行政機能等の保全

や向上を目指す必要があると示しています。平成２７（2015）年には『辻堂駅西口重点整

備地区整備計画 改訂版』を策定し、辻堂駅西口周辺地区における都市基盤施設や土地

利用の具体的な整備内容を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 辻堂駅西口周辺 

 

（２）バリアフリー化の推進方針 

辻堂駅周辺地区では、駅を中心とした都市基盤整備を重点的に進めており、今後も、周

辺地域への効果の波及や、地区全体における総合的なまちづくりの実現に向けて、引き続

き段階的な整備を推進します。整備にあたっては、藤沢市と連携し、連続性が担保された

一体的な整備を推進することとし、以下の視点に留意したバリアフリー化を図ります。 

① 移動の起点となる辻堂駅に公共サインガイドラインに基づくサイン等の整備 

 


